
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月７日、ＪＲ東労組本部は浦和コルソホールにおいて、第４９回定

期中央委員会を行いました。質疑では２０名の委員から、全国で行われ

ている懲罰的日勤教育の問題や反撃のたたかい、施策の問題や地方ロー

カル線存続に向けた取り組み、社友会の社内世

論に負けず２３春闘をたたかい抜くこと、組織

強化・拡大の教訓などの発言がありました。 

 懲罰的日勤教育や不当労働行為を許さず、更

なる組織強化・拡大の実現をめざし、２３春闘

方針をもとにたたかい抜くことを確認しました。 
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JR東労組水戸 

２３春闘 方針決定！ 

①ＪＲ総連方針に基づき、ベア一律 10,000 円 

(物価上昇、生活向上分を含む)を要求する  

②ＪＲ総連方針を踏まえ、エルダー組合員の基本賃金 10,000 円(物価上昇、

生活向上分を含む)の引き上げを要求する 

③定期昇給(昇給係数 4)の完全実施を要求する 

④２１春闘における「定期昇給」カットの課題解決をめざす 

⑤退職手当の算出基礎となる「第二基本給制度」の凍結を要求する 

⑥６５歳定年制を要求する 

⑦「安全・健康・ゆとり」の実現に向けて取り組む 


